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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアクティブ周期中にソフトウェアを実行するプロセッサのクロック周波数を制御
する方法であって、
　前記方法は、各周期に対して、
　高周波数動作インターバル及び低周波数動作インターバルを有する前記周期に対する実
行プロファイルを定義する少なくとも１つのパラメータを電力管理アプリケーションに供
給する段階と、
　前記電力管理アプリケーションが、前記プロファイルに基づいて、高周波数動作インタ
ーバル及び低周波数動作インターバルに対して所定のクロック周波数を決定する段階と、
　前記プロセッサが、前記周期に対する動作サイクル要求を、周期の開始時に、前記電力
管理アプリケーションに供給する段階と、
　前記電力管理アプリケーションが、前記低周波数インターバル長を、前記動作サイクル
要求に基づいて、各周期に対して、決定する段階と、
　前記電力管理アプリケーションによって決定した前記所定のクロック周波数に基づいて
、各インターバル内で前記クロック周波数を制御する段階と
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記電力管理アプリケーションは、更に前記プロセッサに対する供給電圧を制御するこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記電力管理アプリケーションは、前記高周波数動作インターバル及び低周波数動作イ
ンターバルの各々の中で、前記プロセッサに第一及び第二の所定の供給電圧のうちの１つ
を供給すること制御するように構成されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　周期は、無線通信システム内で転送された情報に対するタイムスロットであることを特
徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　実行プロファイルは、前記プロセッサの動作の各モードに固有であることを特徴とする
請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記プロセッサの動作のモードは、無線通信システム内の通信モードに基づくことを特
徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記実行プロファイルを定義するパラメータは、
　高周波数動作インターバルに対する高周波数クロック速度と；
　前記高周波数動作インターバルに対する最小の長さと；
　前記実行プロファイルに対する前記周期の長さと；
　前記周期に対する前記平均クロック周波数
　のうちの少なくとも１であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項８】
　周期の開始時に前記プロセッサによって供給される前記動作サイクル要求は、MIPSで決
定することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　各インターバルに対して前記電力管理アプリケーションによって決定される前記所定の
クロック周波数は、前記プロセッサにクロック信号を供給するクロックの精度に依存する
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記低周波数インターバルの長さ及び各インターバルに対する前記所定のクロック周波
数を、各周期に対して決定するときに、前記電力管理アプリケーションによって考慮され
る、動作サイクル要求を前記電力管理アプリケーションに供給するように、更なるプロセ
ッサを構成することを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のアクティブ周期中にソフトウェアを実行するように構成されたプロセッサと、
　高周波数動作インターバル及び低周波数動作インターバルを有する各周期に対して、実
行プロファイルを定義するパラメータを受信するように動作するとともに、各インターバ
ルに対する前記所定のクロック周波数を決定するように動作可能な電力管理アプリケーシ
ョンと、
　前記電力管理アプリケーションによって決定した周波数において、前記プロセッサにク
ロック信号を供給するための手段と、
　を具備し、
　前記プロセッサは、前記周期に対する動作サイクル要求を、周期の開始時に前記電力管
理アプリケーションに供給するように動作可能であり、
　前記電力管理アプリケーションは、前記低周波数インターバルの長さを、前記パラメー
タ及び前記動作サイクル要求に基づいて各周期に対して決定するように動作可能である
　ことを特徴とする電力管理システム。
【請求項１２】
　前記プロセッサに電圧を供給するための手段を更に有し、
　前記電圧は、前記電力管理アプリケーションによって制御される
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　ことを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記電圧を供給するための供給手段は、前記高周波数動作インターバル及び低周波数動
作インターバルの各々に対して、第一及び第二の所定の電圧のうちの１つを印加するよう
に動作可能である
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　クロック手段からクロック信号を受信するとともに、前記所定のクロック周波数を決定
するときに考慮される動作サイクル要求を、前記電力管理アプリケーションに供給するよ
うに更に動作可能なように構成されたプロセッサを有することを特徴とする請求項１１～
１３のいずれか１項に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブ電力管理計画で、プロセッサのクロック周波数を制御するための
方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、アクティブ・モードおける電力消費を最小化するためのプロセッサ・クロッ
ク周波数及びコア供給電圧（Vdd）の短期的制御を意味するアクティブ電力管理（APM）の
分野に属する。アクティブ電力管理は、一般に、クロック周波数及び電圧が数百マイクロ
セカンドごとに変更されなければならないこともある高速の電力管理構成要素である。判
断は、短期的なアプリケーション要求に基づいている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　多数のアクティブ電力管理計画が存在する。前記最適なVdd／クロック周波数の割合を
見つけるために使用される多くのそのような計画は、両パラメータが連続的に変化できる
ことを想定している。そのような電力モデルは、供給電圧及び／又はクロック周波数が、
既定の精度（granularity）を有するアーキテクチャ内では適用できない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の目的は、クロック周波数が精度に対してのみ変化されうるところに存在する制
限を緩和できる、プロセッサの前記クロック周波数を制御するための方法及びシステムを
提供することである。
【０００５】
　本発明の一態様によると、複数のアクティブ周期中にソフトウェアを実行するプロセッ
サのクロック周波数を制御する方法であって、前記方法は、各周期に対して、高周波数動
作インターバル及び低周波数動作インターバルを有する前記周期に対する実行プロファイ
ルを定義する少なくとも１つのパラメータを電力管理アプリケーションに供給する段階と
、前記電力管理アプリケーションが、前記プロファイルに基づいて、高周波数動作インタ
ーバル及び低周波数動作インターバルに対して所定のクロック周波数を決定する段階と、
前記プロセッサが、前記周期に対する動作サイクル要求を、周期の開始時に、前記電力管
理アプリケーションに供給する段階と、前記電力管理アプリケーションが、前記低周波数
インターバル長を、前記動作サイクル要求に基づいて、各周期に対して、決定する段階と
、前記電力管理アプリケーションによって決定した前記所定のクロック周波数に基づいて
、各インターバル内で前記クロック周波数を制御する段階とを有することを特徴とする方
法を提供する。
【０００６】
　本発明の他の一態様によると、複数のアクティブ周期中にソフトウェアを実行するのに
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適したプロセッサと、高周波数動作インターバル及び低周波数動作インターバルを有する
各周期に対して、実行プロファイルを定義するパラメータを受信するように動作するとと
もに、各インターバルに対する前記所定のクロック周波数を決定するように動作可能な電
力管理アプリケーションと、前記電力管理アプリケーションによって決定した周波数にお
いて、前記プロセッサにクロック信号を供給するための手段と、を具備し、前記プロセッ
サは、前記周期に対する動作サイクル要求を、周期の開始時に前記電力管理アプリケーシ
ョンに供給するように動作可能であり、前記電力管理アプリケーションは、前記低周波数
インターバルの長さを、前記パラメータ及び前記動作サイクル要求に基づいて各周期に対
して決定するように動作可能であることを特徴とする電力管理システムを提供する。
【０００７】
　本明細書に記載の発明の具体例は、クロック周波数選択がその精度によって制限されて
いるアーキテクチャ、特に、前記クロックが、デバイサによって分割された高周波数位相
固定ループ（PLL）出力によって生成されるアーキテクチャにおいて、特に適している。
その場合、前記デバイサは、クロック手段への前記電力管理アプリケーションからの出力
である。
【０００８】
　本発明の好ましい具体例では、前記電力管理アプリケーションはまた、高周波数動作イ
ンターバルと低周波数動作インターバルのための供給電圧を決定する。特に好ましい具体
例では、前記高周波数動作インターバルと前記低周波数動作インターバルの各々のために
、第一及び第二の所定の供給電圧のうちで選択される。
【０００９】
　本発明の具体例は、ソフト・モデムを実行するために無線モデム・アプリケーションを
動作しているプロセッサに特に適している。モデム・アプリケーションの百万命令毎秒（
MIPS）の特性は、均一ではない（いくつかの集中的な活動を素早く完了する必要があると
き、平均要求MIPSは、最大要求MIPSより低い）。前記プロセッサの前記クロック周波数（
及び、結果的には前記供給電圧）が、アプリケーション実行の間中、変化しない場合、非
アクティブの長い周期が存在しうる。より素早いがより高いクロック周波数でそれを実行
するとともに、その後アイドル状態になることに比べて、より低いクロック周波数で同じ
ジョブを実行することはより電力効率がよいため、本明細書に記載の前記電力管理アプリ
ケーションは、非アクティブな周期を最小限にする狙いがある。
【００１０】
　本明細書に記載の発明の実施形態は、無線モデム・アプリケーションのような規則的な
実行パターンを用いてリアルタイム・コードを実行するプロセッサと、より汎用目的のプ
ロセッサに類似した別のプロセッサとの２つのプロセッサが存在するアーキテクチャを有
する。
【００１１】
　本発明は、情報が無線通信システム内で転送されるとともに、スロットの基準に基づい
て処理される必要があるとき、無線モデム内でのスロットベースの活動に特に適している
。そのようなシステムは、GSM又はUMTSシステムを含む。そのような場合、周期はスロッ
トと調整されうる。
【００１２】
　本発明の記載の実施形態は、自動電力管理（APM）の切り替えのスピードが、ミリセカ
ンドより短く、非常に高速であることが可能という利点を提供する。
【００１３】
　以下の実施形態では、クロック周波数は、前記周波数を変更するための２段階の制御入
力に従う。
【００１４】
　各「モード」は、APM周期の範囲内で、名目上の高／低速度のスプリットを定義するAPM
（実行）プロファイル（単一周波数とは対照的に）を有する：このことは初期MIPSチュー
ニングを提供する。
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【００１５】
　その後、前記名目上の高／低スプリットは、非常に細かく動的なMIPS制御を提供するた
めに、スロットごとの基準に基づいて変更される。
【００１６】
　並列だが、接続した電圧変化（すなわち、周波数変化に加えて、だが部分的に反応して
）は、前記APM周期の高い部分及び低い部分の両方に、信頼できる電圧設定を提供するた
めに、電圧追跡ソフトウェア（AVS）との密接な相互作用を提供する。
【００１７】
　本発明をより理解するために、及び本発明をいかに実行に移すかを示すために、実施例
として、添付図面を参照に用いる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、アクティブ電力管理を使用するプロセッサ・アーキテクチャの概略のブ
ロック図である。
【図２】図２は、プロセッサ内でアクティブ電力管理のための一連のステップの概略のフ
ロー図である。
【図３】図３は、プロセッサのための代表的な概略の実行プロファイルである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１を参照すると、アクティブ電力管理を使用するプロセッサ・アーキテクチャの概略
のブロック図が示されている。わかりやすくするために、図１の一定の要素を、機能にし
たがって表示した前記ブロック図内に分離ブロックとして表示する。これらの要素は、事
実上、前記アーキテクチャ内で１又は複数のプロセッサ上で実行されるソフトウェア・ア
プリケーションであってもよいことが容易に認められる。
【００２０】
　アクティブ電力管理アプリケーション（AMP）１０は、第一プロセッサDXP0１２上で動
作する。前記AMP１０は、プロセッサDXP0１２からMIPSの形式で、動作サイクル情報を受
信するように構成されている。APM１０はまた、実行プロファイルを定義するパラメータ
を受信するように構成されている。本発明の特別な実施形態では、前記実行プロファイル
・データを、プロセッサDXP0１２上で動作しているアプリケーションによってAPM１０に
供給する。また、更なるプロセッサDXP1１４を設置する。
【００２１】
　前記プロセッサDXP1１４は、実行プロファイルを有さず（汎用目的のプロセッサとして
動作することを想定する）、かつ要求に応じて必要な動作周波数（本明細書ではMHzで表
す）を要求できる。しかしながら、前記プロセッサDXP0１２は、「周期的な」性質のリア
ルタイム・アプリケーションを扱う。前記プロセッサDXP0１２のクロック要求については
、後述する。
【００２２】
　APM１０からのクロック周波数制御出力１５は、プロセッサ・クロック（CLK）１６を制
御する。前記クロック１６は、前記AMP１０によって制御された周波数で、プロセッサDXP
0１２及びDXP1１４のためにクロック信号を生成する。APM１０からの電圧制御出力１７は
、第一及び第二のプリセット・レベルであるVdd1、Vdd2から供給電圧を選択する自動電圧
供給（AVS）機能１８の範囲内で、機能２０を制御する。前記選択された設定であるVdd1
又はVdd2は、プロセッサDXP0１２及びDXP1１４の前記供給電圧を設定する。
【００２３】
　前記AVS１８は、個々の設定の間で選択するための選択（高速経路）機能２０に加えて
、例えば温度を追跡するために、Vdd1及びVdd2のレベルを設定する機能２２（全経路機能
）を有する。
【００２４】
　動作中、実行プロファイル・データを、APM１０に供給する。前記実行プロファイル・
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データは、プロセッサDXP0１２によってAPM１０に供給してもよい。
【００２５】
　実行プロファイルは、プロセッサDXP0１２のクロック周波数（MHz）要求が、全プロフ
ァイル期間にわたって、どのように変化しているかを定義する。プロセッサDXP0１２の動
作は、周期的であると想定される。本明細書では、周期は、著しく処理活動が要求され、
その後に小康状態が続く間の時間である。一例は、無線通信システム内のデータのUMTSス
ロットであり、UMTSスロットは、６６６マイクロ秒の長さである。前記周期は、「ショー
ト」であると想定され、そのことは、変更待ち時間、及びAPMのオーバーヘッドの理由で
、一周期内で何度も供給電圧Vdd１８を変更できないことを意味している。
【００２６】
　実行プロファイルは、モード固有である。結果として、例えば、UMTSモード及びGSMモ
ードのための分割プロファイルがありうる。AMP１０のソフトウェアは、前記無線モデム
・モードが変化するとき（例えば、UMTS／GSM、またUMTS音声／UMTS高速データ）、前記
活動プロファイルを変更させることができる。
【００２７】
　前述の実施形態によると、実行プロファイルは、２つの部分のみから構成されている：
高速（高周波数）インターバルと低速（低周波数）インターバルである。APM１０の要求
は、そのような単純なモデルでは容易に表現できないことが認められ、その結果、追加の
柔軟性が許容される。前記アプリケーションは、図３に示され、かつ後述されるように、
各プロファイル周期内で、前記低周波数インターバルの短縮を求めることができる。
【００２８】
　実行プロファイルは、パラメータ形式でAPM１０に提供してもよく、以下の情報を有す
る。
　・前記高周波数インターバルにための要求されたクロック周波数
　・マイクロセカンド内で前記高周波数インターバルの最小の長さ
　・前記全実行プロファイル周期の長さ
　・前記アプリケーションが要求する平均クロック周波数
【００２９】
　前記AMP１０は、その後、AMP１０に供給される前記実行プロファイル・データに基づい
て、各実行プロファイルに対して更なる情報を得ることができる。前記得られたデータは
、以下を含んでもよい。
　・前記高周波数インターバルに対する所定のクロック周波数；
　・前記低周波数インターバルに対する所定のクロック周波数；
　・前記名目上の高周波数インターバル長
【００３０】
　「所定の」周波数を選択する処理内で、前記プロセッサDXP1１４から要求されたMIPSは
、要請されうる（前記プロファイルからの前記パラメータに加えて）ことが考慮される。
このようにDXP1は、プロファイルに基づく「所定の処理」を変更できる。
【００３１】
　前記高周波数インターバルに対する前記所定のMHzは、通常、即ち名目上の動作状態の
下では、前記要求されたMHzより高い。このことは、前記クロック１６の精度によるもの
である。前述の実施形態では、前記クロック信号は、デバイサ（divisor）によって制御
された周波数を有する位相固定ループ（PLL）によって生成される。
【００３２】
　前記低周波数インターバルと、前記実際の名目上の高周波数インターバル長とに対する
前記所定のMHzは、平均MHz要求を満足するように選択されてよい。また、前記所定のMHz
は、前記クロック１６の精度を考慮してもよい。
【００３３】
　前記高周波数及び低周波数インターバルに対する所定のMHzは、所定のモードのために
一定を維持する。前記AVS機能１８は、ライン１５上で前記所定のMHzを受信するとともに
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、２つのVdd設定であるVdd1及びVdd2に適合させるために、基準MHzとして前記所定のMHz
を使用する。このことは、以下でさらに説明する。
【００３４】
　前記低周波数インターバルに対する前記所定のMHzは、前記高周波数インターバルに対
する前記所定のMHzより高くなることはできない。前記低周波数インターバルに対する前
記所定のMHzと前記高周波数インターバルに対する前記所定のMHzとは、同じになることは
できる。このことは、前記クロック周波数の所定の処理によって保証される。前記低周波
数インターバルの長さは、前記プロセッサDXP0１２上で実行するアプリケーション（モデ
ム・ソフトウェア）に応じて変更できる。
【００３５】
　すなわち、前記低周波数インターバルに対してプロセッサDXP0１２によって要求された
前記MIPSは、周期の基準によって周期で異なるので、前記モデム・ソフトウェアは、各周
期の開始時に（実際、高周波数から低周波数への遷移全てにおいて）、APM１０にこの情
報を渡すことをできるように構成する。前記AMP１０は、その後必要に応じて、前記モデ
ム・ソフトウェアにより多くのMIPSを与えるために、高周波数への遷移にその後の低周波
数を繰り上げることを決定するか、又は前記現在の周期に対する前記低インターバルを完
全に抑制することを決定する。この特徴は、前記基本的な両インターバルの周期性を拡大
するために、パルス幅変調（PWM）の一種としてみることができる。
【００３６】
　プロファイル・インターバル切替え（すなわち、高周波数インターバルから低周波数イ
ンターバル、及びその逆に切り替える）は、前記クロック周波数の変更と、Vdd1／Vdd2の
間の前記供給電圧の選択を伴う。
【００３７】
　前記クロック周波数は、APM１０からCLK１６に送信された前記クロック・デバイサを変
更することによって変更する。この構成は、CLK１６の生成に使用される前記位相固定ル
ープの再プログラミングを必要とせず、かつしたがって非常に高速である。
【００３８】
　電圧変更は、前記コア電圧（全経路）に対する二つのVddの設定をプログラミングする
とともに、専用の入力信号１７（高速経路）を使用して二つのVddの間を切り替えること
によって、本明細書では実施される。APM１０は専用のハードウェア信号の高速トグルを
使用して両設定のうちの１つを選択している一方で、二つのVdd設定の実際のプログラミ
ングは、プロセッサDXP1１４上で動作している前記AVSアプリケーションによって実行さ
れうる。
【００３９】
　AVS１８の出力を制御する選択機能２０が切り替えられるときと、前記選択されたVddが
所望の電圧水準に至るときとの間に待ち時間がある。
【００４０】
　前記Vdd待ち時間の理由で、前記Vddがより高い周波数に適することを保証するために、
より高い周波数及び電圧に変更するときに、周波数変更前に、Vdd１８の変更イベントを
スケジュールする。
【００４１】
　実行周期中にインターバル間を遷移するとき、以下の２つの場合が考えられる。
　・低周波数インターバル→高周波数インターバルの切り替え
　第一Vdd１８は、増加しなければならず、かつ十分な遅延の後にのみ、CLK１６が増加し
てもよい。このことは、Vdd／周波数を減少させることとは違い、２ステップ動作として
実行してもよい。前記高周波数インターバルに切り替える前に発生するように、電圧変更
をスケジュールしてもよい。クロック周波数の切り替えは、要求されたときにちょうど発
生するようにスケジュールされる。
　・高周波数インターバル→低周波数インターバルの切り替え
　第一CLK１６は、減少するべきであり、かつその後Vdd１８は、減少してもよい。このこ



(8) JP 5340402 B2 2013.11.13

10

20

30

とは、要求に応じて、すなわち、前記モデム・ソフトウェアが、前記高インターバルが完
了したタイミング時に、実行してもよい。
【００４２】
　図２を参照して、プロセッサのアクティブ電力管理のための一連のステップを概説する
ために、概略のフローチャートを示す。実行プロファイルは、ステップ２２でAPM１０に
提供される。前記実行プロファイルは、上述のようなパラメータを有するとともに、アク
ティブ周期に対する高周波数動作インターバル及び低周波数動作インターバルを定義する
。
【００４３】
　供給された前記実行プロファイルに基づいて、AMP１０は、DXP0１４のMHz要求とクロッ
ク精度とを考慮して、前記所定の高周波数クロックを決定する（ステップ２４）とともに
、前記所定の低周波数クロックを決定する（ステップ２６）。
　ステップ２８で、APMは、AVSに所定のクロックを渡す。
【００４４】
　ステップ３０で、前記モデム・ソフトウェアによって決定した、前記周期に対する動作
サイクル要求が、周期の開始時にAPM１０にも供給される。前記動作サイクル要求は、プ
ロセッサDXP0１２によって提供してもよい。典型的な動作サイクル要求は、要求されるMI
PSの形式であってもよい。前記低周波数インターバル長は、ステップ３２でAPM１０によ
って、前記動作サイクル要求に基づいて計算してもよい。
【００４５】
　前記低周波数インターバル長の計算は、前記高周波数インターバルが、「神経質な（ji
ttery）」遷移をするかどうかの評価に従ってなされる。APM１０は、該周期内で要求され
る前記MIPSと、前記「神経質な」高から低への遷移の実際の時間とに基づいて、前記低イ
ンターバルの全部の周期長を決定する。
【００４６】
　効果的な統合電力管理のために、本発明の前述の実施形態では、前記所定の高周波数ク
ロック及び所定の低周波数クロックは、AVS機能１８に供給される。前記AVSは、上述のよ
うにVdd1及びVdd2の設定に適合させるために、該クロック情報を使用してもよい。
【００４７】
　ステップ３４で、AMP１０は、前記プロセッサ・クロック信号を生成する前記位相固定
ループに提供される前記クロック信号を分割するためのデバイサを提供することによって
、CLK１６を制御する。Vddは、上に説明したように制御される。ステップ３０・３２・３
４は、ループ内で繰り返し実行される。
【００４８】
　以下は、本発明を実行するために使用可能なアルゴリズムである：
【００４９】



(9) JP 5340402 B2 2013.11.13

10

20

30

40

50

【表１】

【００５０】
　上記アルゴリズムは、前記低インターバル長を減少させることができるが、拡大するこ
とはできない。しかしながら、前記低インターバル長を拡大可能な別の方法がある。
【００５１】
　前記アルゴリズムは、説明目的のためだけに含まれている。本発明の範囲は、添付の特
許請求の範囲内に記載されているように、本発明を実行する別のアルゴリズムの使用をカ
バーすることを意味する。別のアルゴリズムは、追加要因を適応させる。
【００５２】
　前記APM１０の使用者は、前記低周波数インターバル長を、その瞬間のクロック周波数
要求の評価に依存するその名目上の値から、拡大又は縮小（可能な場合）することを、動



(10) JP 5340402 B2 2013.11.13

10

20

30

40

的に（周期の基準によって周期で）要求してもよい。
【００５３】
　図３を参照すると、実行プロファイルに対する典型的な図面が示されている。横軸は時
間を示す。前記高周波数インターバル３８と、前記低周波数インターバル４０とが、前記
全プロファイル周期４２を有するように明確に示されている。
【００５４】
　図３はまた、前記高周波数インターバル及び前記低周波数インターバルに対する前記要
求されたクロック周波数４４と、前記高周波数インターバル及び前記低周波数インターバ
ルに対する前記所定のクロック周波数４６とを図示している。また前記Vddトレース４８
が示されるとともに、前記高周波数インターバルから前記低周波数インターバルへの遷移
中の前記Vdd待ち時間５０と、前記低周波数インターバルから前記高周波数インターバル
への遷移中の前記Vdd待ち時間５２とを説明している。
【００５５】
　前記プロファイル周期４２の開始５４と、前記プロファイル周期４２の終了５６とは、
既に上述したように、固定されている。しかしながら、前記高周波数インターバルから前
記低周波数インターバルへの遷移は、ジッタ（jitter）５８を受ける可能性がある。従っ
て、前記低周波数インターバル４０の長さは、これを適応させるために６０・６２に変更
してもよく、かつ前記低インターバルを拡大することによって、電力効率を向上させても
よいことが、図３に示されている。
【００５６】
　上述の前記アクティブ電力管理は、「周期的な」ソフトウェア、すなわち、例えば無線
通信システム内か、又はデータ処理が「バースト的（bursty）」である他の状況における
スロットベースのデータ処理に特に適する。その他の状況で、前記プロセッサDXP0１２は
、前記プロセッサDXP1１４と同様に、通常動作内でMHzを要求可能である。該アーキテク
チャは、設定可能であるため、実行プロファイルが選択される場合、MHzに対する前記プ
ロセッサDXP0１２からのどの直接要求も無視される。前記プロセッサDXP0１２は、前記直
接MHz要求が、有効になる場合において、前記実行プロファイルを「選択しない」ように
命令される。どのプロファイルも選択されず、かつどのプロセッサ要求MHzも選択されな
い場合、最小MHzが選択される。
【００５７】
　前記プロセッサDXP1１４及びDXP0１２（直接か又はプロファイルベースかのどちらか）
によるMHz要求は、前記AMP１０内で組み合わされるとともに、前記組み合わされたMHz要
求に対する前記供給電圧Vddを追跡する前記AVS機能１８に渡される。
【００５８】
　上述の実施形態では、前記低周波数インターバルの長さのみを周期の開始時に、受信し
た前記MIPS要求に基づいて変更する一方で、その点において、前記所定のクロック周波数
を調整することも可能である。
【符号の説明】
【００５９】
１０　APM
１２　DXP0
１４　DXP1
１６　CLK
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